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１                              問題のページへ 

まず, 32)( 23 -+= xxxf より,  

)13(226)( 2 +=+=¢ xxxxxf  

よって, )( xy f= のグラフの概形は右下

のようになる。 

また , 点 )32,( 23 -+ ttt における接線

の方程式は,  

))(26()32( 223 txtttty -+=-+-  

原点を通るとき,  

))(26()32( 223 ttttt -+=-+-  

034 23 =++ tt , 0)334)(1( 2 =+-+ ttt  

ここで, 0334 2 =+- tt は 0489 ＜-=D より実数解をもたない

ので, 1-=t である。 

このとき, 接線は xy 4= であるので, 図より, 直線 mxy = が曲

線 )( xy f= と相異なる 3点で交わるような実数mの範囲は, m＞4である。 

 

［解 説］ 

mxx =)(f から, 0¹x のもとで定数 m を分離して, m
x
x

=
)(f

として処理する方

がクリアーです。しかし, 文系に同じ問題が出されており, そこでの誘導に沿った解

法を記しています。 
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２                              問題のページへ 
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1)( に対して, )()( nTnS = を証明する。 

(i)  1=n のとき 
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(ii) kn = のとき 
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1 の成立を仮定する。 

両辺に ( )
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を加えると,  
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よって, )1()1( +=+ kTkS となり, 1+= kn のときも成立する。 

(i)(ii)より, 正の整数 nに対して, )()( nTnS = が成り立つ。 

 

［解 説］ 

たびたび出題されている有名問題です。神戸大でも出題されたとの記憶がありまし

たので, 調べたところ, 10年前の 1995年でした。 
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３                              問題のページへ 

b=AB , c=AC , d=AD とおくと, 条件より,  

1=b , 2=c , 3=d  

160cos21 =°××=× cb  

360cos32 =°××=×dc  

090cos13 =°××=×bd  

このとき, dzcybx ++=AE とおくと,  
2222 AE2AEAEBE bbb +×-=-=  

  1)(2AE 2 ++-= yx  
2222 AE2AEAECE ccc +×-=-= 4)34(2AE 2 +++-= zyx  

2222 AE2AEAEDE ddd +×-=-= 9)93(2AE 2 ++-= zy  

条件より, DECEBEAE === なので,  

01)(2 =++- yx , 122 =+ yx ………① 

04)34(2 =+++- zyx , 234 =++ zyx ………② 

09)93(2 =++- zy , 362 =+ zy ………③ 

①②③より, 
2
1=x , 0=y , 

2
1=z となり, db

2
1

2
1AE += )(

2
1 db +=  

( )
2
52

4
1AE 222 =+×+= ddbb  

よって, 
2
10

2
5AE ==  

 

［解 説］ 

°=Ð 90DAB なので, A を原点とする座標を設定して解こうか, どうしようかと迷

いました。計算量はどちらでも同じぐらいでしょう。 
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４                              問題のページへ 

(1) 条件より, ttx
2

1
4

cos == p ……①, tttty
2

11
4

sin1 22 +-=+-= p ……② 

0=y とすると, ②から 0
2

11 2 =+- tt より,  

022 2 =-- tt , 0)2)(12( =-+ tt  

x≧0より t≧0なので, 2=t となり, ①から点 Qの x座標は 1=x である。 

(2) qcostx = ……③, qsin1 2 tty +-= ……④に対して,  

0=t のとき, )1,0(),( =yx  

0¹t のとき, ③④より
t
x=qcos , 

t
ty 21

sin
+-

=q から,  

( ) ( ) 1
1 222

=
+-

+
t

ty
t
x , 2222 )1( ttyx =+-+ ………⑤ 

⑤は )1,0(),( =yx を満たしているので, 0=t のときも成り立つ。 

さて, t が実数全体を動くとき, 曲線⑤が通過する範囲は, ⑤を t の方程式をして

みたとき, 実数 tが存在する条件として求めることができる。 

⑤から, 24222 )1(2)1( tttyyx =+-+-+  

0)1()32( 2224 =-++-+ yxtyt ………⑥ 

ここで, 02 ≧tu = とおくと, ⑥は 0)1()32( 222 =-++-+ yxuyu ……⑦とな

り, 2次方程式⑦が, 0以上の解を少なくとも 1つもつ条件となる。 

そこで, 222 )1()32()( -++-+= yxuyuuf とおき, 0)1()0( 22 ≧-+= yxf

に注意すると,  

{ } 0)1(4)32( 222 ≧-+--= yxyD ………⑧ 

0
2

32 ≧-
-=

y
u ………⑨ 

⑧から, 0544 2 ≧+-- xy , 
4
52 +-xy≦  

⑨から, 032 ≦-y , 
2
3≦y  

以上まとめると, 曲線 C が通過する範囲は右図の網

点部となる。ただし, 境界は領域に含まれる。 

(3) 点 Qの x座標の最大値は, (2)より
2
5=x であり, ③④より,  

qcos
2
5 t= ……⑩, qsin10 2 tt +-= ……⑪ 

⑩より, 
qcos2

5=t となり, ⑪に代入すると,  

0
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2
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q
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まとめると,  

01tan52tan5 2 =+- qq , 0)1tan5( 2 =-q  

よって, 
5

1tan =q である。 

 

［解 説］ 

難易度が高いというわけではありませんが, それなりに時間のかかる問題です。(2)

では, まずパラメータq を動かし, その後, パラメータ tを動かして通過領域を求めま

した。 
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５                              問題のページへ 

(1) まず, nxy = ……①に対して, 1-=¢ nnxy  

また, xay log= ……②に対して, 
x
ay =¢  

①と②が点 ),(P ntt で共通接線をもつことより,  

tatn log= ………③, 
t
antn =-1 ………④,  

④より antn = なので, ③を代入して atna =log から,  
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(1)より, 
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(3) (a) 
2

1)(
2xxex x --+= -f とおくと,  

xex x -+-=¢ - 1)(f , 1)( -=¢¢ -xexf  

x≧0のとき, 0)( ≦xf ¢¢ より, 0)0()( =¢¢ ff ≦x  

よって, 0)0()( =ff ≦x , すなわち
2

1
2xxe x ≦-+- )0( ≧x が成り立つ。 

(b) 
6

)(
62

1)(
332 xxxxxex x +=+--+= - fg とおくと,  

)(
2

1
2

)()(
22

xxxexxx x ffg -=+-+-=+¢=¢ -  

x≧0のとき 0)( ≧xg ¢ より, 0)0()( =gg ≧x  

すなわち, 1
62

32
-+- - xexx x≦ )0( ≧x が成り立つ。 

(4) (3)より, x≧0のとき, 
2

1
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232 xxexx x ≦≦ -+- -  

ここで, 01＞
n

x = とおくと,  
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各辺に )1( +nn をかけて,  
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である。 

 

［解 説］ 

誘導が非常にていねいで, 今までにはなかったような形式です。特に, (3)の設問に

は驚いてしまいます。 

 


